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拡大基調は継続。一時コスト計上と投資を実施
2014年度は、当社グループが未来に向けて力強く飛翔する年
です。第1四半期の営業状況は、4つの主要セグメントが全て増
収し、全体の売上高は14四半期連続で前年同四半期比2桁成
長を果たすなど、拡大基調を持続しました。その中で、プロバイ
ダー販促費の計上やTVCMの投下、不採算ゲームタイトルの償
却など、今後に向けた一時コスト計上と投資を実施し、利益面で
は減益となりましたが、いずれも一時要因にとどまり、当社グ
ループの成長モメンタムには影響を及ぼしていません。
特に増収を牽引したのは、インターネットインフラ事業です。全
商材が増収したことで、それぞれシェアNo.1を堅持し、契約数
は519万顧客に達しました。モバイルエンターテイメント事業
は、変化の早い事業環境に合わせコストの見直しや不採算タイ
トルの償却を行い、抜本的な構造改革を実施。第2四半期以降
の黒字化に向けてアクセルを踏み込みました。
そして、ここ数年準備を進めてきた新ドメインが、いよいよ勝負
の時を迎えます。第1四半期は「.nagoya」の登録を2月に開始
し、第2四半期以降「.tokyo」「.yokohama」の登録開始による
本格ステージが開幕します。ストックビジネスの柱、「ドメイン」を
起点に複数のインフラ商材へのクロスセルがもたらす、更なる
成長にご期待ください。
株主の皆様におかれましては、インターネット市場において転換
期を迎える当社グループの今後の動きにご注目いただくととも
に、一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役会長兼社長　グループ代表

前年同期比18.5%増収。
インターネットインフラ事業に
攻めの投資を行い

「勝負の年」に。

株主の皆様へ



連結業績ダイジェスト（2014年1月1日　 2014年3月31日）

▼第1四半期決算のポイント

増収ながら一時的コスト要因により減益
通期予想当第1四半期

（前期比13.6%増）（前年同期比22.1%減）

営業利益営業利益

（前期比12.1%増）（前年同期比18.5%増）

売上高売上高

105,000百万円27,026百万円

12,500百万円2,255百万円

▼セグメント別の概況（単位百万円、カッコ内は前年同期比増減率）
インターネット広告・メディア事業インターネットインフラ事業

モバイルエンターテイメント事業インターネット証券事業

9,107（16.0%増）売上高

1,710 （98.2%増）売上高5,553 （0.5%増）売上高

11,240（24.2%増）売上高

500（24.1%減）営業利益

△695 （　　—　　）営業利益1,422（13.5%増）営業利益

988（25.0%減）営業利益

当四半期のポイント
●�広告事業はスマートフォン関連が牽
引、自社商材比率の向上に注力
●�フィーチャーフォンからスマートフォン
広告に移行するセールスミックスの
変化により減益

当四半期のポイント
●� 前期末に連結子会社化したGMO
ゲームポットが寄与し、売上拡大
●� 「Gゲー」の不採算タイトル償却と
TVCM投資により減益

当四半期のポイント
●�業界最低水準のスプレッド提供により、
引き続き顧客基盤を拡大
●�FX年間取引高が2年連続で世界1位、
株式取引も高水準で推移

当四半期のポイント
●�全商材が増収、契約数は519万顧客
（アクセス事業25万顧客を除く）
●�アクセス事業は会員数が急増し、これ
に対応する販促費を計上

セグメント変更について
当期よりセグメントを変更しております。上記の前年同期比較につい
ては、前年同期の数値を変更後のセグメントに組み替えた数値で比較
しております。



クローズアップサマリー

減益要因となった一時コスト内訳
第1四半期は、主に3つの一時コスト計上および投資を実施
したことにより減益となりましたが、既存事業の成長基調は
引き続き好調であるため、通期業績予想に変更はありません。
一時コスト内訳は、以下の通りです。
1）アクセス事業の会員数拡大に伴うプロバイダー販促費。
2）「Gゲー」および新ドメイン「.nagoya」の登録開始に伴い、
　 それぞれTVCMの実施。
3）「Gゲー」における不採算タイトルの一括償却。

インターネットインフラ事業の第1想起ブランドに向けて
「.nagoya」「.tokyo」「.yokohama」の登録開始に合わせ、
当期中に最大10億円の広告投資を実施し、この春から
TVCMを中心とする強力な広告宣伝を展開していきます。こ
れにより「ドメインと言えばGMO」という第1想起ブランドの
座を確立し、勝負をつけていく考えです。
当社グループが新ドメインをはじめとしたインターネット
インフラ事業で勝負を挑む理由は3つあります。まずは高粗
利商材であること。次に他の商材とのクロスセルによる売上
拡大シナジー。そしてインフラ商材としての永続性です。
「.tokyo」をはじめとする新ドメインは、戦略的な価格設定と
実績により、数百万件の登録を目指します。

2013年4Q

営業利益減益分析（4Q－1Q）

2014年1Q
（控除後）

2014年1Q
（控除前）

（単位：億円）
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ご案内

●内容	 ・オリジナルトートバック
	 ・オリジナルチョコクランチ
	 ・オリジナルフリクションペン
	 ・くまポンギフト券（2,000円分）
	 ・GMOクリック証券新規口座開設特典
※�当日、アンケートにご協力いただいた方にはオリジナルミニタオルを進呈（写真左下）

2014年3月23日（日）、当社第23期定時株主総会を東京都渋
谷区セルリアンタワー東急ホテルにて開催いたしました。当日は、
約1,300名もの株主の皆様にご来場いただき、誠にありがとうご
ざいました。当社では、できるだけ多くの株主様にご参加いただ
きたいと考え、休日の開催や、ご家族でご来場いただけるような、
キッズルームをご用意して株主の皆様をお迎えしております。

9:00
10:00

10:20

11:20

11:30

11:40
12:00

13:00

開場
株主総会開始

質疑応答

採決

役員挨拶

休憩
トークセッション

終了

代表取締役の熊谷が
議長となり議事を
進行いたしました。

約1時間、10名の株主様
からのご質問に、経営陣から
回答させていただきました。

上程された全議案に対し、
原案通り承認いただきました。

役員一人一人から、
直接株主の皆様にご挨拶
させていただきました。

＜スピーカー＞
代表取締役会長兼社長・
グループ代表 熊谷正寿
専務取締役 安田昌史
専務取締役 西山裕之

日頃の執務風景から、
GMOインターネット
グループの強み、今後の
事業戦略等について
お話させていただきました。

当日のご来場特典として、今年の7月下旬から一般登
録が開始される東京を表す新ドメイン「.tokyo」をモ
チーフとしたオリジナルグッズをご用意。

Pick up

株主総会レポート



今回の第1四半期末配当は1株当たり4円を実施させていただき
ました。2014年の年間配当金は１株当たり16円、配当性向は
34.3％を予定しております。

四半期毎の決算発表後には個人投資家さま向けの説明会をイン
ターネット（Ustream）で、ライブ配信しております。リアルタイム
質疑応答や視聴者特典もございますので、ぜひご参加ください。
次回開催は8月上旬を予定しております。

にアクセスし、「個人投資家さま向けライブ説明会」のメニュー
をクリック。過去の動画をご覧いただけます。

1　四半期配当

3　お問い合わせ先

専用ホームページ https://yutai.gmo.jp/
お問い合わせ先 03-3461-2222

0120-232-711（東京） 0120-094-777（大阪）

2　個人投資家さま向けライブ説明会のご案内

（受付時間：土日祝祭日等を除く平日9:00～17:00） 

（受付時間：土日祝祭日及び会社休業日を除く平日10:00～18:00） 

⃝株式事務手続きはこちら（三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社）

⃝株主優待はこちら（GMOインターネット株主優待窓口） 

▶http://ir.gmo.jp

株主様向けインフォメーション

第23期 定時株主総会開催のご報告
2014年3月23日（日）、セルリアンタワー東急ホテル（東京
都渋谷区）において、第23期定時株主総会を開催しました。
第1号議案　取締役16名選任の件
第2号議案　監査役1名選任の件
第3号議案　補欠監査役1名選任の件
第4号議案　取締役の報酬額改定の件

この結果、当期の役員構成は以下のとおりとなりました。
代表取締役会長 兼
社長 グループ代表 熊谷　正寿

専務取締役 安田　昌史
専務取締役 西山　裕之
専務取締役 相浦　一成
専務取締役 伊藤　正
常務取締役 宮﨑　和彦
常務取締役 山下　浩史
常務取締役 高橋　信太郎
取締役 菅谷　俊彦
取締役 有澤　克己

取締役 新井　輝洋
取締役 佐藤　健太郎
取締役 堀内　敏明
取締役 児玉　公宏
取締役 野村　正光
社外取締役 岩倉　正和
常勤監査役 武藤　昌弘
監査役 郡司掛　孝
監査役 小倉　啓吾
監査役 増田　要


